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平
成
ハ
年
度
事
業
の
概
要

ー
平
成
九
年
度
第
一
回
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

l

りよだA 
%1. 英育

第
九
年
度
漁
協
共
済
推
進
全
国
大
会

去
る
六
月
十
九
日
、
千
葉
市
の
千
葉
県
文

化
会
館
で
全
国
各
地
の
関
係
者
ら
約
千
六
百

名
が
参
加
し
、
平
成
九
年
度
漁
協
共
済
推
進

全
国
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
主
催
者
の
全
面
的
な
ご
協

力
の
も
と
会
場
内
で
募
金
活
動
が
実
施
さ

れ
、
俳
優
の
木
之
元
亮
さ
ん
や
新
し
く
共

水
連
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
ら

れ
た
演
歌
歌
手
の
山
下
ひ
ろ
み
さ
ん
ら
の

長

積

極

的

な

募

金

の

呼
び
掛
け
に
来
場

者
の
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

ご
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま

す。
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先
ず
、
先
般
開
催
さ
れ
ま
し
た
理
事
会
で

ご
報
告
の
通
り
、
事
業
費
総
額
一
億
八
千
七

百
万
円
を
も
っ
て
、
学
資
給
与
生
八
四
九
名
、

奨
学
金
貸
与
生
二
ハ
六
名
、
合
計
一
、

O
一

五
名
の
お
世
話
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の

奨
学
生
の
中
に
は
、
八
年
度
中
新
た
に
採
用

し
た
七
二
名
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ご
遺
族
の

気
持
ち
を
思
う
と
き
、
誠
に
心
が
痛
む
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
海

難
事
故
防
止
に
つ
い
て
、
な
お
一
層
の
努
力

を
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
募
金
の
状
況
を
報
告
い
た
し
ま
す

と
、
第
七
期
募
金
運
動
の
三
年
目
の
平
成
八

年
度
実
績
額
は
、
長
引
く
不
況
の
影
響
も
あ

り
、
年
度
目
標
一
億
三
千
万
円
に
対
し
、
九

第
四
十
七
回
浅
海
増
殖
研
究

発
表
全
国
大
会

去
る
六
月
五

日
、
千
葉
県
木
更

津
市
「
木
更
津
市

民
会
館
」
に
お
い

て
、
「
第
四
十
七

回
浅
海
増
殖
研
究

発
表
全
国
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し

た。

前
日
夜
半
ま
で
は
し
の
つ
く
雨
で
し
た
が
、

大
会
当
日
は
カ
ラ
リ
と
晴
れ
た
絶
好
の
大
会

日
和
と
な
り
、
全
国
か
ら
約
二
千
名
が
参
加

し
、
研
究
発
表
、
特
別
講
演
、
海
苔
機
械
資
材

展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
の
浅
海
増
殖
研
究
中
央
協
議
会
の
ご

好
意
に
よ
り
、
千
葉
県
漁
連
と
本
会
職
員
が

会
場
入
口
で
募
金
活
動
を
行
い
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ

4
T↓
と
自
予h
刈
田
川
ふ
車
’
t
b
w
uリ
＋

aiν
北
九
ぷ
炉
、

掛

町

lu
い

諸
環
境
の
中
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
漁

協
系
統
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
は
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
八
年
度
の
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
案
と
し
て
お

諮
り
い
た
し
ま
す
が
、
私
と
し
ま
し
て
は
、

当
期
の
正
味
財
産
増
加
額
相
当
額
を
基
本
財

産
ヘ
繰
入
れ
、
事
業
基
盤
の
強
化
を
図
り
、

将
来
に
備
え
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

本
日
の
理
事
会
は
、
「
平
成
八
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
、
並
び
に
正
味
財
産
培
加

額
処
分
に
関
す
る
件
」
の
他
、
「
任
期
満
了
に

伴
う
次
期
評
議
員
並
び
に
奨
学
生
選
考
委
員

の
選
任
の
件
」
の
議
案
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
審
議
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
本
育
英
会

事
業
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
日
本
財
団

の
補
助
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
八
年
度

は
、
二
千
二
百
三
拾
三
万
円
余
の
交
付
を
得

て
育
英
事
業
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

O
事
業
の
概
況

一
、
学
資
給
与
事
業
H
幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
の
奨
学
生
八
四
四
名
に
対
し

一
億
一
、
四

二
五
万
四
千
円
を
給
与
し
、
小
学
校
新
入
生

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

千

葉

県

水

産

ま

つ

り

六
月
十
四
日
（
土
）
、
十
五
日
（
日
）
の
両

日
、
千
葉
県
民
の
日
の
行
事
「
わ
く
わ
く
県
民

ま
つ
り
」
が
千
葉
市
・
幕
張
メ
ツ
セ
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
十
四
回
を
迎
え
る
こ
の
行
事
は
、
千

葉
県
内
の
農
林
業
・
漁
業
団
体
等
が
県
民
に
郷

土
へ
の
理
解
と
感
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

漁
業
関
係
団
体

は
、
「
水
産
ま
つ

り
」
と
題
し
て
参

加
し
、
水
産
物
の

販
売
や
、
つ
み
れ

汁
・
あ
さ
り
汁
の

試
食
、
海
苔
の
無

料
配
布
な
ど
を
行

い
、
大
勢
の
人
が

ー

T
ル
U
D官
p
h
nハ
γ
且

τHHm円
、
市
甲
壁

ιE事
朝
司
人
止
占
I
b
u
ハ
U

名
に
－
二

O
万
円
を
入
学
記
念
品
代
と
し
て
、

ま
た
、
中
学
校
卒
業
生
三
名
に
－
五
万
円
を

卒
業
記
念
品
代
と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

二、

奨
学
生
貸
与
事
業
H
高
校
等
在
学
生
八

二
名
に
奨
学
金
一
、
四
七
六
万
円
、
十
三
名

に
入
学
一
時
金
一
一
二

O
万
円
を
貸
与
し
ま
し

た
。
ま
た
、
大
学
等
在
学
生
八

O
名
に
奨
学

金
四
、
六
一
二
万
円
、
十
六
名
に
入
学
一
時

金
七
七

O
万
円
を
貸
与
し
ま
し
た
。

な
お
、
貸
与
金
返
還
額
は
、
高
校
等
貸
与

金
三
、
六
六
七
万
五

0
0
0円
、
大
学
等
貸

与
金
八
五
七
万
九
O
O
O円
で
し
た
。

三
、
育
英
事
業
推
進
事
業
H
①
本
年
度
は
第

五
回
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
『
海
と
子
供
』

の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
入
選
作
品

は
ポ
ス
タ
ー
な
ど
本
育
英
事
業
の
紹
介
資
料

等
に
用
い
、
広
く
配
布
し
ま
し
た
。
②
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
・
同
地
方

協
議
会
及
び
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会
等
の

協
力
を
得
て
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
広
報
・
募
金
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
も
東
京
都
数
寄
屋

橋
に
お
い
て
、
街
頭
で
歩
行
者
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
本
育
英
事
業
の
広
報
に

努
め
ま
し
た
。

。
寄
附
金
・
補
助
金

「
第
七
期
募
金
運
動
」
の
三
年
目
に
当
た
る

行
列
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
実
行
委
員
会
（
千
葉
県
漁
連
・
県

内
漁
協
系
統
団
体
等
）
で
は
「
漁
船
海
難
遺

児
育
英
募
金
」
と
し
て
「
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
金

魚
す
く
い
・
募
金
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
会

場
を
訪
れ
た
多
く
の
方
々
ヘ
水
色
の
羽
根
募

金
を
呼
び
か
け
、
終
日
大
賑
わ
い
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
金
魚
す
く
い
・
募
金
コ
ー

ナ
ー
」
収
益
金
は
漁
船
海
難
遺
児
の
育
英
資

金
と
し
て
本
会
ヘ
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

第
二
十
二
回
兵
庫
県
漁
民

物
故
者
合
同
供
養
祭

去
る
六
月
十
一
日
、
和
歌
山
県
高
野
山
に

あ
る
「
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
慰
霊
塔
」

に
て
合
同
供
養
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
供
養
祭
は
、
毎
年
、
県
内
の
漁
業
、

水
産
業
の
振
興
発
展
に
努
力
さ
れ
た
方
々
の

遺
業
を
顕
彰
し
永
代
供
養
す
る
と
と
も
に
、

ふ
串
証
l
d町
U
A山
事
吋
脳
陣
ふ
耳
ω
u
m
L凡
川
イ

T
L
U
百
固
有
μ開
門

H
A
e
m
y
h
w
b
’M

ど
ま
り
「
励
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
」
二

八
O
名
の
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
奨
学
資
金

は
一
、
五
四
三
万
円
余
で
し
た
。

ま
た
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
日
本
財
団
か

ら
学
資
給
与
事
業
及
び
大
学
等
奨
学
金
貸
与

事
業
に
対
し
て
、
二
、
二
三
三
万
八

O
O
O円

の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
任
期
満
了
に
伴
い
評
議
員
五

O
名
及

び
奨
学
生
選
考
委
員
七
名
が
再
任
さ
れ
ま
し

たお時
間
磁
脱
線
加
わ
怒
川
山
間
総
務
rd制
緩
務
総
務
綴
m
M
L
M
校
内
総
務
綜
…
務
純
旬
開
総

第
一
回
選
考
委
員
会

山
部
謬
篠
弘
謀
議
川
mm総
務
弘
泌
総
符
M
m
w
彬
M

綴掛制緩脱却総持続税制
J

絞
山
抑
制
紋

去
る
五
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
九
年

度
第

一
回
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
四
月
二

十
五
日
締
切
り
の
第
一
回
奨
学
生
出
願
者
に

つ
い
て
審
議
の
結
果
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校

在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
十
四
名
、
高
校
等

在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
八
十
九
名
（
う
ち
、

高
校
貸
与
奨
学
生
の
併
願
二
十
名
）
、
大
学
等

在
学
の
貸
与
奨
学
生
二
十
五
名
、
合
計
一
四

八
名
（
実
質
一
二
八
名
）
の
採
用
が
決
定
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
六
月
末

現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都
道
府
県
別

奨
学
生
数
」
の
通
り
で
す
。

不
慮
の
災
禍
の
絶
滅
を
祈
念
す
る
為
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は、

二
百
二
十
六
名
の
尊

霊
が
合
記
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
明
け
方
ま
で
激
し
く
降
っ
て
い

た
雨
も
式
典
が
始
ま
る
前
に
は
止
み
、
少
々

肌
寒
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
約
三
百
名

の
参
列
者
を
迎
え
、
厳
か
に
式
は
始
ま
り
ま

し
た
。物
故
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心

よ
り
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

0

0

0

 

総務部

大類裕久

六
月
一
日
付
け
で
、
全
漁
連
よ
り
出
向
し
、

総
務
部
長
と
し
て
、
当
育
英
会
に
入
会
い
た

し
ま
し
た
大
類
裕
久
で
す
。

A
Z清
国
消

E
でゆ
U

問、渇孤物阜、総伝脚甜朝、伍岨
w書
岩
手
e弄
ム
官

経
験
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
育
英
会
と
の
つ
な
が
り
は
、
昭
和
四
十

九
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
、
第
二
期
漁
船
海
難

遺
児
育
英
資
金
募
金
運
動
に
あ
た
っ
て
、
漁

船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
の
事
務

局
（
全
漁
連
漁
政
部
内
）
の
一
員
と
し
て
系

統
募
金
運
動
に
た
ず
さ
わ
っ
た
時
で
あ
り
ま

す
。
不
幸
に
し
て
、
海
難
事
故
で
一
家
の
大

黒
柱
を
失
い
、
残
さ
れ
た
ご
遺
族
の
精
神
的
、

経
済
的
な
厳
し
さ
、
と
り
わ
け
遺
児
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
子
供
達
の
お
父
さ
ん
を
思
う
か

な
し
み
の
な
か
で
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
姿

に
ふ
れ
、
少
し
で
も
何
ん
ら
か
の
お
役
に
た

ち
た
い
と
思
っ
て
活
動
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
遺
児
を
励
ま
す
運
動
は
、
漁
業
に
た

ず
さ
わ
る
人
々
が
助
け
合
う
こ
と
で
あ
り
、

ま
さ
に
、
協
同
組
合
運
動
の
原
点
で
あ
る
と

思
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
当
育
英
会
で
直
接
ご
遺
族

の
皆
様
の
お
役
に
た
ち
た
い
と
思
い
一
所
懸

命
に
業
務
に
励
み
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

!! 育英会に必ず連絡を

去
る
五
月
十
四
日
、
平
成
九
年
度
第

一
回

理
事
会
及
、
び
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
事
務

局
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
八
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
理
事
長
が
次
の
よ
う
に

挨
拶
し
ま
し
た
。

長
期
低
迷
し
て
い
る
我
が
国
経
済
は
、
「
ゆ

る
や
か
な
景
気
回
復
基
調
に
あ
る
」
と
の
報

道
も
あ
り
ま
す
が
、
当
分
は
継
続
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
超
低
金
利
の
も
と
で
は
、
当
育
英
会

の
事
業
運
営
は
、

一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
を

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
八
年
度
の
事
業
は
、
皆
様
の
ご
協
力
、

ご
支
援
に
よ
っ
て
滞
り
な
く
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

業務部

金来I］いづみ

した場合

こ
の
度
五
月

一
日
付
で
採
用
頂
き
「
育
英

会
」
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
、
金
刺
い
づ
み

と
申
し
ま
す
。

お
恥
し
い
こ
と
で
す
が
、
今
回
の
就
職
を
、

機
に
、
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
「
育
英
会
だ
よ
り
」

や
「
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
帰
ろ
う
」
を

読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
、
多

く
の
家
族
の
方
が
、
被
害
に
あ
わ
れ
て
い
る

と
思
う
と
、
言
葉
に
表
せ
な
い
ほ
ど
胸
が
痛

く
て
、
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
父
親
を
突
然
失

く
す
、
悲
し
み
ゃ
辛
さ
や
苦
し
み
、
い
く
つ

も
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
皆
様
は
と
て

も
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
人
生
が
い

か
に
恵
ま
れ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

何
分
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
事
が
多
い
の
で
す

が
、
色
々
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
仕
事
に
な

れ
、
少
し
で
も
皆
様
の
力
に
そ
え
る
よ
う
、
一

生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

海難事故が発生
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皆
さ
ん、

こ
ん
に
ち
は
。
六
月
よ
り
財
団

法
人

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
に
勤
務
さ
せ

て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
三
上
恵
里
と
申

し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
漁
業
と
は
全
く
無
縁
の
と
こ

ろ
で
働
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
「
育
英
会
」

で
の
お
仕
事
は
何
も
か
も
が
初
め
て
の
こ
と

ば
か
り
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
し
か
し
、
こ
ち

ら
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
数
多
く
の
事
故
を
知
り
、
改
め
て
、
自
然

を
相
手
と
す
る
仕
事
の
大
変
さ
を
痛
感
い
た

し
ま
し
た
。
又
、
ご
不
幸
に
も
一
家
の
大
黒

柱
を
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
の
方
々
が
、
深
い

悲
し
み
に
も
負
け
ず
、
家
族
み
ん
な
で
支
え

あ
い
な
が
ら
明
る
く
生
き
て
い
る
盗
に
心
を

強
く
打
た
れ
ま
し
た
。

今
は
ま
だ
、
仕
事
の
内
容
を
覚
え
る
こ
と

で
精
一
杯
の
私
で
す
が
、
先
輩
方
の
ご
指
導

の
も
と
、
一
日
も
早
く
皆
様
方
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

りよだ
A 
XI; 英

海
難
防
止
の
ポ
ス
タ
ー
標
語

育

制
日
本
海
難
防
止
協
会
で
は
、

一
般
か
ら

募
っ
た
作
品
の
中
か
ら
、
本
年
度
の
海
難
防

止
を
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー
－
チ
ヤ
ツ
チ
コ
ピ
ー

を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

忠本孝示さん

の作品

『
そ
の
輝
き
が
素
敵
で
す

点
検
す
る
呂
と
見
強
り
の
目』

小
林
秀
夫
さ
ん
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
の
実
施

( 2) 

制
日
本
海
難
防
止
協
会
、
側
海
上
保
安
協

会
及
び
海
上
保
安
庁
は
七
月
十
六
日
か
ら
三

十
－
日
ま
で
の
十
六
日
間
、『
海
難
ゼ
ロ
の
願

い
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
海
難
防
止
強
調

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

海
運
、
漁
業
、
レ
ジ
ャ
ー
等
の
海
事
関
係
者

を
始
め
、
広
く
国
民
に
呼
び
か
け
、
海
難
防
止

思
想
の
普
及
と
高
揚
を
図
ろ
う
と
全
国
各
地

で
体
験
航
海
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
海
難
防
止

講
習
会
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

『
会
員
申
し
込
み

・
奨
学

資
金
の
御
寄
付
』
の
お
礼

平
成
九
年
三
月
か
ら
平
成
九
年
五
月
ま
で

の
聞
に
、
会
員
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い

た
会
員
の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

※
御
芳
名

（
敬
称
略
）

〔
三
月
〕

マ
中
森
恵
子
・
継
続
（
大
田
区
）
マ

福
田
昌
佳
・
継
続
（
千
葉
市
）
マ
守
矢
哲
・
継

続
（
千
葉
県
印
旗
郡
）

〔
四
月
〕

マ
阿
部
園
夫
・
継
続
（
仙
台
市
）
マ

小
野
粛
・
継
続
（
同
）
マ
（
株
）
丸
吉
｜
川
村

嘉
造
・
継
続
（
八
戸
市
）
マ
勝
野
ハ
ナ
子
・
継

続
（
調
布
市
）
マ
鈴
木
ひ
と
み
・
継
続
（
上
福

岡
市
）
〔五
月
〕

マ
大
津
晋

・
継
続
（
浦
安
市
）

白
閣
切

『
募
金
・
御
寄
付
』
の
お
礼

一
、
漁
協
系
統
募
金

［
三
月
〕

O
北
海
道
マ
八
戸
法
昭
｜
香
典
返
し

マ
釧
路
市
漁
業
後
継
者
連
絡
協
議
会
｜
こ
お

り
ま
つ
り
海
難
遺
児
救
済
募
金
・
パ
ザ
l
売

上
金
マ
厚
岸
漁
協
婦
人
部
｜
活
動
販
売
事
業

収
益
金
マ
杉
山
正
之
｜
香
典
返
し
マ
マ
リ
ン

バ
ン
ク
推
進
委
員
大
会
演
芸
会
有
志

一
同
｜

全
道
大
会
演
芸
会
募
金
マ
常
日
漁
協
婦
人
部

マ
第
五
回
漁
船
海
難
防
止
全
道
大
会
募
金
マ

北
海
道
定
置
青
年
研
究
会
募
金

O
青
森
県
マ

共
水
連
マ
地
方
協

O
岩
手
県
マ
基
金
協
会
マ

漁
船
保
険
組
合
マ
漁
業
共
済
組
合
マ
共
水
連

マ
近
海
漁
船
漁
業
協
会
マ
釜
石
遠
洋
漁
協
マ

旋
網
組
合
マ
さ
け
・
ま
す
延
縄
組
合
マ
沿
岸

漁
船
漁
業
組
合
マ
さ
け
・
ま
す
増
殖
協
会
マ

定
置
漁
業
協
会
マ
漁
港
協
会
マ
漁
場
整
備
協

会
マ
水
産
加
工
連
マ
林
業
水
産
部
漁
政
課
・

漁
業
振
興
課
・
漁
港
課
マ
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
マ
大
船
波
・
釜
石
・
宮
古
・
久
慈
・
地
方

振
興
局
水
産
部
マ
漁
業
取
締
事
務
所
マ
内
水

面
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
マ
陸
前
高
田
市
役
所

水
産
課
マ
大
船
渡
市
役
所
マ
釜
石
市
役
所
水

産
課
マ
大
槌
町
役
場
マ
山
田
町
役
場
マ
田
老

町役場マ田野畑村役場マ久慈市役所林

業水産課マ種市町役場水産商工課マ共

友会マ冷凍事業協会マ制岩手県栽培漁

業協会マ新浦安衛マ三陸港まつり実行

委員会マ陸前高田市漁協婦人部協議会

マ岩手の鮭まつり実行委員会マ倒祝田

電気工事マ開洋会マ地方協O宮城県マ
宮城漁協婦人部連合協議会マ地方協O
山形県マ地方協O茨城県マ清友丸｜田
所律子マ俊洋丸｜鈴木頒ニマ地方協O
東京都マ全国漁協婦人部連絡協議会。

富山県マ地方協O石川県マ地方協O静
岡県マ静岡県漁協婦人部連合会マ静岡

県林業・水産部水産課マ地方協O愛知
県マ平成八年度料理講習会募金O福井
県マ漁協婦人部マ福井県水産加工組合

マ地方協O三重県マ伊勢・鳥羽・志摩・
南勢・牟婁地区漁協婦人部連絡協議会

マ楠和人｜香典返しO京都府マ立花久
子マ地方協O大阪府マ地方
協O兵庫県マ波遁知津子｜
香典返しO和歌山県マ漁船
保険組合マ基金協会マ共水

連マ漁業共済組合マ上地茂

生マ宮井昭美O岡山県マ狭
川智恵子｜香典返しO山口
県V地方協O愛媛県マ地方
協O福岡県マ柳川・大川地
区研究会マ地方協O佐賀県
マ地方協O大分県マ地方協
O鹿児島県マ川畑裕子マ鹿
児島県まぐろ同友会マ枕崎

漁業労働組合マ地方協O沖
縄県マ地方協

〔四月〕O青森県マ地方協O
福島県マ漁業婦人部連絡協

議会マ地方協O大阪府マ地
方協O兵庫県マ神頭字市マ
地方協O広島県マ地方協O
山口県マ山口県漁協青壮年

部連合会マ室津海寿会マ地

方協O高知県マ地方協O福
岡県マ藤睦男｜香典返しO
長崎県マ山田利ハマ中山良

夫マ中山京子マ本村太マ白

石淳マ江川和清マ御手洗政

憲マ佐世保市相浦漁協青年

部マ佐世保市相浦漁協婦人

部マ長崎県漁協農林年金事

務局マ宇久漁協婦人部O大
分県マ坂本水産｜坂本遊喜

県 名
給与 奨 学生 貸与奨学生

合計
平成9年度第 l回採用者

合計
幼児 4等生中学生 高校生小計 高役生大学生等小計 幼児 ，1三性中学生 理雲監専売謹宗大学生等

北海道 8 28 28 49 113 8 10 18 131 3 2 15 4 3 V 

青 森 5 18 22 45 3 3 6 51 7 2 9 
石山 手 2 7 14 V 50 11 11 22 72 9 2 12 

宮 城 2 14 23 15 54 2 2 4 58 4・ 7 

秋 回 4 6 6 

山 形 2 3 4 

福 島 8 11 15 34 3 2 5 39 4 4 

茨 減 2 2 2 4 

栃 木

千 葉 2 4 5. 5 16 17 2 3 

東 京 2 3 4 

神奈川 2 5 7 2 9 2 3 

新 潟 2 3 
富 山

石 /II 3 6 6 15 2 17 

静 間 2 5 5 4 16 17 2 2 

愛 知 2 4 3 9 10 2 

福 井 5 3 9 2 2 4 13 2 4 

重 4 2 8 2 2 10 2 3 

京 都 3 3 

大 阪 I 2 2 
兵 庫 10 11 10 31 2 3 5 36 4 5 

和 歌山 9 3 5 18 2 2 20 
，鳥 Int 4 4 9 2 2 11 
島 根 4 5 5 14 2 16 2 

間 山 3 4 4 
広 島 2 3 3 
山 ロ 5 5 17 V 5 9 14 41 6 3 10 

香 JII 2 2 2 6 2 2 8 2 

徳 島 2 4 8 3 3 II 2 

愛 媛 3 5 8 3 5 8 16 2 2 5 

高 知 I 4 6 7 18 2 20 3 5 

福 岡 4 3 5 12 2 14 2 2 

福岡県郁月海

佐賀県玄海

佐賀県朝海 2 2 3 7 3 4 11 2 

長

‘ 
I 17 16 17 51 3 5 8 59 I 4 2 4 12 

大 分 I 8 13 11 33 2 2 35 4 4 

熊 本 I 
宮 崎 7 9 17 33 8 4 12 45 5 2 8 

鹿児島 6 11 9 26 5 4 9 35 2 2 2 6 

沖 縄 3 3 6 12 3 4 16 
合 計 22 171 2狗 2掲 719 69 fr, 156 宮75 5 7 2 89 20 25 148 

マ
倒
正
栄
水
産
｜
倉
本
治
茂
O
鹿
児
島
県
マ

長
島
町
漁
協
青
壮
年
部

〔
五
月
〕

O
北
海
道
マ
北
林
浩
O
宮
城
県
マ

七
ケ
浜
町
漁
業
振
興
連
絡
協
議
会
マ
塩
釜
地

区
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会
O
三
重
県
マ
宮

原
九
二
V
坂
本
万
佐
マ
田
中
全
マ
紀
平
正
人

マ
森
河
武
彦
O
兵
庫
県
マ
地
方
協
O
和
歌
山

県
マ
芝
ふ
キ
枝
マ
寺
町
忠
マ
丸
山
速
夫
｜
香

典
返
し
O
島
根
県
マ
福
本
直
美
｜
香
典
返
し

マ
藤
井
多
津
江
｜
御
見
舞
返
し
マ
橋
本
弘
信

｜
香
典
返
し
O
山
口
県
マ
織
田
村
昭
夫
マ
荒

川
正
治
マ
中
村
早
苗
O
香
川
県
マ
西
尾
厚
男

｜
香
典
返
し
O
福
岡
県
マ
地
方
協
O
長
崎
県

マ
田
端
三
成
マ
中
山
良
夫
マ
西
中
等
美
マ
長

崎
市
新
三
重
漁
協
婦
人
部
マ
長
崎
市
茂
木
漁

協
婦
人
部
O
大
分
県
マ
側
マ
ル
ミ
ヤ
ス
ト
ア

ー
宮
野
雅
良
マ
側
ホ
テ
ル
金
水
苑
｜
田
中
新

太
郎
マ
米
水
津
村
漁
業
後
継
者
協
議
会

二
、

一
般
寄
付

（平成9年6月末現在）

数生
画4
寸・奨目。県府道都

〔
三
月
〕

O
青
森
県
マ
大
山
チ
セ

（
八
戸
市
）

O
千
葉
県
マ
谷
津
義
朗
（
千
葉
市
）

マ
全
国
漁

業
協
同
組
合
学
校
第
訂
期
生
一
同
（
柏
市
）

マ

渋
谷
力

（松
戸
市
）
マ
飯
村
久
子

（野
田
市）

マ
竹
元
勇
（
八
街
市
）
マ
側
ケ
ン
工
業
一

阿
部

健

一
郎
（
習
志
野
市
）

O
東
京
都
マ
三
水
会

（
千
代
田
区
）
マ
称
念
寺

（
港
区
）
マ
制
全
国

底
曳
網
漁
業
連
合
会
（
同
）
マ
藤
野
秀
幸

（江

東
区
）
マ
木
村
か
称
（
渋
谷
区
）
マ
上
回
都
美

（荒
川
区）

マ
匿
名

（品
川
区
）
O
神
奈
川
県

マ
川
崎
市
中
央
卸
売
市
場
北
部
市
場
水
産
仲

卸
協
同
組
合
鮮
魚
部
会
（
川
崎
市
）
マ
小
見
隆

義

（横
須
賀
市
）

｜
香
典
返
し
マ
匿
名

（相
模

原
市）

＠
愛
知
県
マ
平
原
進

（
知
多
郡）

O
長

野
県
マ
佐
藤
弘

（上
田
市）

O
岡
山
県
マ
吉
田

厚
子
（
笠
岡
市
）
O
広
島
県
マ
堀
田
正
勝
｜
香

典
返
し
（
広
島
市
）

O
長
崎
県
マ
日
本
ピ
ソ
i

側
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
（
西
彼
杵
郡
）

〔
四
月
〕

O
青
森
県
マ
大
山
チ
セ

（
八
戸
市
）

。
東
京
都
マ
全
漁
連
組
織
強
化
部
マ
安
川
糸

子
（
大
田
区
）

マ
木
村
か
祢
（
渋
谷
区
）
マ
宮

原
正
典
（
杉
並
区
）
マ
上
回
都
美
（
荒
川
区
）

マ
冨
元
克
昌

（足
立
区
）
マ
匿
名
（
品
川
区
）

マ
生
田
目
弥
寿

（
調
布
市
）

O
千
葉
県
マ
飯

村
久
子
（
野
田
市
）

O
神
奈
川
県
マ
野
中
千

代
乃
（
横
浜
市
）

O
奈
良
県
マ
鈴
木
寛
治
（
生

駒
郡
）

O
岡
山
県
マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O

福
岡
県
マ
九
州
漁
業
調
整
事
務
所
（
福
岡
市
）

〔
五
月
〕

O
北
海
道
マ
石
橋
漁
業
側

l
石
橋
英

治

（枝
幸
郡）

O
青
森
県
マ
大
山
チ
セ
（
八
戸

市）

O
茨
城
県
マ
丹
下
学
（
牛
久
市
）

O
東
京

都
マ
木
村
か
祢
（
渋
谷
区
）
マ
梶
浦
富
子
（
杉

並
区
）

マ
上
田
都
美
（
荒
川
区
）
マ
富
元
克
昌

（足
立
区
）
マ
匿
名
（
品
川
区
）

V
亀
田
静
枝

（
町
田
市
）
マ
森
正
雄
（
武
蔵
野
市
）

O
神
奈

川
県
マ
根
本
チ
エ
（
横
浜
市
）

O
静
岡
県
マ

近
藤

一
成

（焼
津
市）

O
岡
山
県
マ
吉
田
厚

子
（
笠
岡
市）

注：奨学金貸与奨学生には入学一持金のみの奨学生を含む。

漁船海難遺児 根募金羽の水色!! を手の愛




